
ここからみえる風景の終わりは 

空か遠くの山々か 

その先が気になって山を透かしてみたら 

雲がゆっくりと過ぎてゆきました 

 

 

自然の中を歩いていると、ふと、みていた絵画の中に入っていくような気がします。 

景色の中を通り過ぎるのか、景色が私を透り抜けていくのか、 

その瞬間に起こりうる偶然の出会いを絵画の中でも体感することを願っています。 

光と水と風や雲がひとつになるその時をつかまえたいのです。 

それは、追っては逃げ、捉まえては色あせてしまうので、 

そっと、線と色を重ねたり、はみ出したりしながら、 

現れる瞬間を見逃さないようにと描いています。 

地図を辿るように、同じ道はひとつとないのです。 

 

描画方法としては、これまで、いろいろな画材を使用してきました。 

日本画材の和紙に岩絵具や墨、ベニヤにペンキやインク、時々麦茶、 

アクリル絵の具、オイルパステル、等々、、、。 

周り巡って、最近、再びキャンパスに油絵の具で描いています。 

過去の画家たちが最も使用する理由をやっとわかった思いです。 

重ねていった線や色がすべて層となり、消えてしまったのではなく 

深さとなって現れるところが気に入っています。 
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